
　

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
」

は
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る
西
条

市
の
人
気
の
講
座
で
す
。　

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
や
技

術
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
よ
き

理
解
者
、
支
援
者
を
育
成
し
、
子

ど
も
た
ち
の
進
路
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
心
通
い
合
う
温
か
い
人

権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
級
は
、
７
・
８
月
の
土
曜
日

の
午
後
か
ら
と
、
日
曜
日
の
計
22

時
間
、
中
級
は
１
・
２
月
の
計

22
時
間
の
長
時
間
の
講
座
に
な
り

ま
す
が
、
毎
年
定
員
99
人
の
公
募

が
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
大
切

な
こ
と
と
は
何
か
を
考
え
る
人
権

教
育
に
お
い
て
、
目
の
前
に
い
る

人
を
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し

て
理
解
し
よ
う
と
す
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
学
習
は
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
め
ざ
す
人
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
有
益
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
自
分
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
よ
う

な
気
持
ち
で
受
講
で
き
ま
し
た
」

「
参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
み
る
と
多
く
の
受
講
生
が

人
を
理
解
し
尊
重
し
よ
う
と
す
る

意
識
が
大
変
高
ま
っ
た
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
実
際
に
、
学
習
成
果
を
人

権
相
談
や
職
場
の
相
談
業
務
、
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活
か
し

て
い
る
方
、
学
校
の
相
談
員
に
着

任
さ
れ
る
方
な
ど
、
職
場
や
地
域

の
良
き
理
解
者
と
し
て
貢
献
さ
れ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
は
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
さ
れ
た
方
を
対
象
に

開
講
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の

講
座
も
、
100
名
を
超
え
る
応
募
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

長
時
間
の
集
中
講
座
で
す
が
、

自
分
を
高
め
る
た
め
に
学
ぼ
う
と

さ
れ
る
方
が
増
え
る
こ
と
で
、
人

間
関
係
が
よ
く
な
り
、
よ
り
住
み

よ
い
西
条
市
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
人
権

教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
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「カウンセラー養成講座」ご存じですか？

　西条市教育委員会

人権擁護委員が委嘱されました
　４月１日付で、法務大臣から次の方々が人権擁護委員に委嘱されました。

　　○井門喜代美氏（下島山）・・・・・再任

　　○今井　幸氏（大町）・・・・・・・再任

　　○宮内哲彦氏（明屋敷）・・・・・・再任

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された私たちの街の相談パートナーです。

　暮らしの中での悩みや心配事、困り事のある方は、人権擁護委員にご相談ください。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。

　人権相談は毎月実施しており、日程や実施場所は、定期無料相談（35ページ）に掲載しています。

■問合せ　市庁舎新館１階　広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1243

　３月23日に、公益社団法人伊予西条法人会か

ら、昨年に引き続き西条図書館に図書が寄贈さ

れ、星加隆夫会長から目録が手渡されました。

　寄贈された児童図書は、西条図書館の蔵書と

して来館者の皆さまにご利用いただきます。

図書が寄贈されました農業に関する副読本が
寄贈されました

　３月24日に、ＪＡ周桑およびＪＡ西条から、

農業に関する副読本「農業とわたしたちのくら

し」が寄贈されました。この副読本には、農業

と食生活との関わりや農業の現状についてのカ

ラー資料が多く掲

載されており、小

学５年生を対象に

社会科や総合的な

学習の時間、食育

の指導等で活用さ

せていただきます。
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